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主 な 内 容

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

2008

No.615

8.15
■市・県民税の主な税制改正 ……………2

■ファミリー稲刈り体験 …………………2

■介護サービス事業者による利用者負担軽減制度 …3

■郡市民体育大会で白井市選手団活躍 …4

■チャレンジ・夏祭り ……………………5

市
民
の
力
で
犯
罪
抑
止

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
は
市
民
の
一
人
一
人

が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
犯
の
意
識

を
持
ち
、
市
や
警
察
と
連
携
し
て
防

犯
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

犯
罪
の
抑
止
で
最
も
効
果
が
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
「
地
域

の
目
」
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
自
主
的

に
行
う
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
自

治
会
、
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域

で
活
動
し
て
い
る
人
と
協
力
し
合
っ

て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
、
安

心
な
ま
ち
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は

◆
何
を
す
る
の

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
「
犯
罪
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
活
動
」「
地

域
住
民
へ
の
声
掛
け
（
あ
い
さ
つ
な

ど
）
や
防
犯
指
導
」「
非
行
防
止
や

子
ど
も
の
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た

青
少
年
な
ど
へ
の
声
掛
け
」「
犯
罪

や
事
故
が
発
生
し
や
す
い
危
険
な
場

所
の
点
検
や
警
察
な
ど
へ
の
通
報
」

「
不
審
者
（
車
）
な
ど
を
発
見
し
た

場
合
の
警
察
へ
の
通
報
」「
通
学
路

の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
自
ら
が
地
域
ぐ
る
み
で
ま
ち
の

安
心
を
見
守
っ
て
い
る
と
犯
罪
者
に

対
し
て
大
き
な
抑
止
力
が
あ
り
ま
す

が
、
警
察
官
が
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
と

は
違
い
ま
す
の
で
、
犯
罪
や
不
審
者

（
車
）
を
発
見
し
た
時
は
実
力
行
使

は
せ
ず
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
何
時
・
ど
こ
で
や
る
の

　

犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
時
間
帯
や

場
所
（
地
域
）、
多
く
の
人
が
参
加

し
や
す
い
日
な
ど
を
選
定
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
大

切
な
こ
と
は
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
継
続
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

◆
何
人
く
ら
い
で
や
る
の

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
危
険
な
事

態
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
な
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
絶
対
に
一
人
で

は
活
動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
で
き

る
だ
け
複
数
で
実
施
し
、
ト
ラ
ブ
ル

や
緊
急
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

援
護
や
連
絡
（
1
1
0
番
な
ど
）
が

で
き
る
体
制
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

責
任
者
の
指
揮
の
下
に
集
団
で
行
動

し
、
集
団
か
ら
離
れ
た
り
単
独
で
の

行
動
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
ど
ん
な
服
装
で
や
る
の

　

昼
・
夜
間
を
問
わ
ず
、
蛍
光
色
な

ど
の
目
立
つ
服
装
で
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。
で
き
る
だ
け
帽
子
・
ジ
ャ
ン

パ
ー
・
腕
章
・
た
す
き
な
ど
を
着
用

し
、
統
一
的
な
服
装
で
実
施
し
ま

し
ょ
う
。
靴
は
活
動
し
や
す
い
運
動

靴
な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
を
行
お
う

と
す
る
人
や
不
審
者
に
警
告
を
発
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

犯
罪
犯
罪
抑
止
抑
止
はは
「
地
域
の

「
地
域
の
目目
」」　　

　　
　　

〜〜
防
犯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

パ
ト
ロ
ー
ル
にに
参
加
し
よ
う

参
加
し
よ
う
〜〜

　

か
つ
て
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
安
全
で
犯
罪
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
私
た
ち
の
身
近
な
場
所
で
の
犯
罪

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
自
主
防
犯
の
意
識
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

  

  

しろい安全・安心メール配信情報
項目 配信情報 配信内容

防災 災害情報
市内で発生した災害の内
容および被害情報、避難
所開設情報

防犯

不審者情報 印西警察署からの不審者
情報

犯罪発生情報

印西警察署からの犯罪発
生情報（ひったくり・空
き巣・忍び込み・強盗・
自動車盗・車上ねらい・
部品ねらい・振り込め詐
欺など）

生活安全 交通安全情報 印西警察署からの交通事
故情報（ひき逃げなど）

お知らせ
イベント情報 イベントの開催情報

市からのお知らせ そのほか市からのお知ら
せ

　

市
民
水
泳
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
1
位
か
ら
3
位
は
表
彰
し
、

参
加
者
全
員
に
記
録
証
を
交
付
し
ま

す
。

日
程　

9
月
15
日
㈷

場
所　

ス
イ
ム
ク
ラ
ブ
＆
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
Ｎ
Ａ
Ｓ
白
井

対
象　

健
康
で
25
㍍
完
泳
で
き
る
小

学
生
以
上

部
門　

小
・
中
学
生
の
部
、
一
般
の

部種
目　

自
由
形
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
平

泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・
個
人
メ
ド
レ
ー
な

ど
（
ゲ
ー
ム
競
技
も
あ
り
）

参
加
費　

小
・
中
学
生
1
、
0
0
0

円
、
一
般
1
、
5
0
0
円

申　

8
月
29
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用

紙
（
各
申
込
先
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
Ｎ
Ａ
Ｓ

白
井
・
金
田
ワ
ー
ル
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
船
橋
・
タ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
千

葉
・
ジ
ェ
ル
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
牧

の
里
へ

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

市
民
市
民
水
泳
水
泳
大
会
大
会

　　白井特別競走白井特別競走

　日本中央競馬会唯一の競馬学校が所在する白井市では、多く
の皆さんに市や市の特産品を広く知っていただくため、白井市
商工会・白井工業団地協議会の協力により「白井特別」競走を
実施します。
日程　9月13日㈯
場所　日本中央競馬会中山競馬場（船橋市）
対象　市内在住・在勤の満20歳以上
競走名　第4回中山競馬第1日目第9競走「白井特別」競走

「白井特別」競走　特別席をプレゼント
　中山競馬場では当日の特別席（ペアシート）を抽選で25組50
人にプレゼントします。
・ 　8月24日㈰（消印有効）までに、はがきに郵便番号・住所・

氏名・年齢・電話番号・希望人数（2人まで）を記入の上、秘
書課秘書班　内線3374へ
※応募は1人1枚とし、発表は当選通知の発送をもってかえさせ
ていただきます。

■申 ■問

ん
に
パ
ト
ロ
ー
ル
中
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
自
身
を
交
通
事
故
な
ど
か
ら

守
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
ろ
い
安
全
・
安
心

メ
ー
ル

　

防
犯
や
生
活
安
全
な
ど
に
関
す
る

情
報
は
市
民
と
市
が
共
有
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
E
メ
ー
ル

で
防
犯
情
報
な
ど
を
す
ば
や
く
確
実

に
お
知
ら
せ
す
る
「
し
ろ
い
安
全
・

安
心
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

配
信
し
て
い
る
情
報
は
上
表
の
と
お

り
で
す
。
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は

登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
登
録

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
と

携
帯
電
話
で
は
登
録
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
が
違
い
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
登
録　

　

h
ttp

ｓ
://w

w
w
.e
-m
ach
in
av
i.

jp
/
c
it
y
_
s
h
ir
o
i_
p
/

tou
rok
u
.aspx

へ

携
帯
電
話
か
ら
の
登
録　

下
枠

の
Q
R
コ
ー
ド
ま
た
は　

h
ttp

ｓ
://w

w
w
.e
-m
ach
in
av
i.

jp
/city

_sh
iro
i_m
/re
g
ist.

aspx

へ

※
一
部
対
応
し
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
O

S
・
携
帯
電
話
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り

ま
す
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1
、
企
画
政
策
課
情
報
管

理
班　

内
線
3
3
5
8
・
9

携帯電話
登録用
ホーム
ページ
QRコード

昨年の昨年の白井特別白井特別競走競走

大会大会新新記録記録をを目指目指そうそう

防犯防犯パトロールパトロール実施実施前の前のミーティングミーティング
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Q　

情
報
誌
で
気
に
入
っ
た
式
場
を

見
つ
け
、
申
し
込
み
金
10
万
円
を
支

払
っ
て
契
約
し
た
。
そ
の
後
、
何
度

か
式
場
の
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
が
、
申
し
込
み
時
点
で
は
可
能

と
言
わ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
キ
ャ
ン

セ
ル
を
申
し
出
た
。
挙
式
当
日
ま
で

1
年
以
上
も
あ
る
の
に
、
式
場
側
か

ら
解
約
条
項
を
理
由
に
申
込
金
は
返

還
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

（
20
代
女
性
会
社
員
）

A　

結
婚
式
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
は
何

カ
月
も
前
か
ら
予
約
す
る
こ
と
が
多

く
変
更
や
取
り
消
し
を
す
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
伴
い

ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
よ
う
で
す
。
消
費

者
と
事
業
者
の
契
約
の
場
合
、
契
約

条
項
は
事
業
者
が
定
め
て
い
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
、
消
費
者
に
は
不
利

に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
「
消

費
者
契
約
法
」
で
は
、
消
費
者
の
利

益
を
一
方
的
に
害
す
る
よ
う
な
条
項

は
無
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
場
合
は
挙
式
ま
で
1
年

以
上
の
期
間
が
あ
り
、
式
場
に
実
質

的
な
損
失
が
発
生
し
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
申
し
込
み
時

点
の
式
場
担
当
者
の
説
明
内
容
に
も

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
具
体
的

に
申
し
出
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
契

約
の
際
は
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
と

読
み
、
解
約
条
件
に
つ
い
て
も
必
ず

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

結
婚
式
は
人
生
の
大
切
な
イ
ベ
ン

ト
の
1
つ
で
す
。
嫌
な
思
い
出
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
式
場
の
下
見
を

し
、
担
当
者
と
よ
く
話
し
合
い
、
納

得
し
て
か
ら
契
約
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

結

婚

式

場

の

解

約

寄
付
金
税
制
の
拡
充

　
「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献
し
た
い
「
ふ

る
さ
と
」
を
応
援
し
た
い
と
い
う
皆

さ
ん
の
思
い
を
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に

対
す
る
寄
付
金
税
制
が
抜
本
的
に
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

【
制
度
の
概
要
】

　

都
道
府
県
・
市
区
町
村
、
千
葉
県

共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
千
葉

県
支
部
に
対
す
る
寄
付
金
の
う
ち
、

5
、
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
、
市
・
県
民
税
所
得
割
の
お
お

む
ね
1
割
を
上
限
に
寄
付
金
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
制
度
は
平
成
20
年
1
月
1
日
以
降

に
行
っ
た
寄
付
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
、

平
成
21
年
度
の
市
・
県
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

【
手
続
き
の
流
れ
】

　

自
分
が
寄
付
し
た
い
都
道
府
県
・

市
区
町
村
な
ど
を
選
び
寄
付
を
し
、

寄
付
先
か
ら
領
収
書
を
受
領
し
ま
す
。

寄
付
金
税
額
控
除
を
受
け
る
に
は
、

毎
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
行
っ
た
寄
付
に
つ
い
て
、
翌
年
3

月
15
日
ま
で
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
か
、市
・
県
民
税
の
申
告
（
こ

の
場
合
は
所
得
税
の
控
除
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
）
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
と
き
、
領
収
書
を
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
寄
付
先

か
ら
の
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た

に
省
エ
ネ
改
修
を
し
た
住
宅
に
対
し
、

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

対
象　

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
家
屋
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
に
対
し
、
平
成
20
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
の
間
に
省

エ
ネ
基
準
を
満
た
す
窓
の
断
熱
改

修
工
事
な
ど
を
30
万
円
以
上
掛
け
て

行
っ
た
場
合

※
窓
の
断
熱
改
修
工
事
と
同
時
に
床

の
断
熱
改
修
工
事
、
天
井
の
断
熱
改

修
工
事
、
壁
の
断
熱
改
修
工
事
を

　農業と主食の「米」に理解と関心
を深めてもらい、農業の活性化と地
産地消の推進を目的に、ＪＡ西印旛
農産物直売組合白井支部と共催で稲
刈り体験を開催します。
日時　9月27日㈯　午前9時～
場所　木地区の水田（やおぱぁく付
近）
対象　家族や団体など　100人（申
し込み順）
内容　稲刈り体験、昼食
参加費　1人500円
■申　9月18日㈭までに所定の申込用
紙（やおぱぁくと市農政課にありま
す）に必要事項を記入の上、ファク
スか直接JA西印旛農産物直売所やおぱぁく℻  （498）2033へ
■問　JA西印旛農産物直売所やおぱぁく☎（498）2007、市農政課
農政班　内線3252

フ ァ ミ リ ー 稲 刈 り 体 験フ ァ ミ リ ー 稲 刈 り 体 験

　家庭菜園などで役立つ、野
菜づくりの基本的な講習会を
実施します。
日時　9月13日㈯　午前10時
～正午
場所　市役所および法目ふる
さと農園
対象　市内在住・在勤　30人
（申し込み順）
内容　「秋野菜の栽培管理」
についての講義と実習
指導員　印旛農林振興センター職員
■申・■問　8月29日㈮までに電話か直接農政課農政班　内線3252へ

野 菜 づ く り 講 習 会野 菜 づ く り 講 習 会

市
・
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正

市
・
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正

【
白
井
市
へ
の
寄
付
】

「
寄
付
金
採
納
願
」
を
担
当
課
窓
口

で
取
得
し
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、持
参
、郵
送
、フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
後
に
担
当
課
（
寄
付
の

目
的
・
使
途
に
よ
り
決
定
）
か
ら
送

付
さ
れ
た
納
付
書
を
白
井
市
公
金
収

納
の
指
定
金
融
機
関
に
持
参
し
納
付

し
て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
は
掛
か
り

ま
せ
ん
）。
入
金
の
確
認
が
で
き
た

時
点
で
領
収
書
を
送
付
し
ま
す
。
こ

の
領
収
書
は
税
の
申
告
を
す
る
と
き

に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

上
場
株
式
の
配
当
お
よ

び
譲
渡
益
に
係
る
軽
減

税
率
の
廃
止

　

上
場
株
式
の
配
当
お
よ
び
譲
渡

益
に
係
る
税
率
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
12
月
31
日
で
軽
減
税
率
10
㌫

行
っ
た
場
合
も
軽
減
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

減
額
す
る
税
額　

改
修
家
屋
全
体
に

係
る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
の

3
分
の
1
（
1
戸
当
た
り
1
2
0
平

方
㍍
相
当
分
ま
で
）

※
新
築
住
宅
軽
減
お
よ
び
耐
震
改
修

に
伴
う
軽
減
と
の
同
時
適
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

を
行
っ
た
住
宅
に
対
し
て
も
固
定
資

産
税
の
減
額
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

工
事
完
了
後
3
カ
月
以
内

に
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し

た
住
宅
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
建

築
士
、
指
定
検
査
機
関
な
ど
が
発
行

し
た
も
の
）、
工
事
領
収
書
お
よ
び

工
事
明
細
書
（
内
容
や
費
用
を
確
認

で
き
る
も
の
）
を
添
え
て
課
税
課
家

屋
班　

内
線
3
1
3
6
・
7
へ

　日本下水道協会千葉県支部「下水道
排水設備工事責任技術者」の資格有効
期限が平成21年3月31日の人は登録更
新の手続きが必要です。申請書類は登
録者の住所へ郵送します。
　登録更新をしない場合は資格を喪失
しますので、忘れずに手続きを行って
ください。
受付期間　9月5日㈮～ 25日㈭
問　市上下水道課維持管理班　内線
3454、日本下水道協会千葉県支部事務
局☎043（245）6112

省
エ
ネ
改
修
し
た
住
宅
は　

　

省
エ
ネ
改
修
し
た
住
宅
は　

　

　
　
　

固
定
資
産
税
を
減

　
　
　

固
定
資
産
税
を
減
額額

（
市
・
県
民
税
3
㌫
・
所
得
税
7

㌫
）
を
廃
止
し
、
平
成
21
年
か
ら
は

本
来
の
20
㌫
（
市
・
県
民
税
5
㌫
･

所
得
税
15
㌫
）
と
な
り
ま
す
。
円
滑

に
新
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
の
特

別
措
置
と
し
て
、
2
年
間
（
所
得
税

は
平
成
21
・
22
年
分
、
市
・
県
民
税

は
平
成
22
・
23
年
度
分
）、
配
当
は

1
0
0
万
円
以
下
の
分
、
譲
渡
益
は

5
0
0
万
円
以
下
の
分
に
つ
い
て
10

㌫
の
軽
減
税
率
を
適
用
し
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収

　

公
的
年
金
受
給
者
は
現
在
市
・
県

民
税
を
普
通
徴
収
（
年
4
回
銀
行
な

ど
で
納
付
書
に
よ
り
納
付
）
に
よ
り
、

各
納
税
者
が
自
分
で
納
税
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
21
年
度
（
平
成
21
年

10
月
支
給
分
）
か
ら
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
よ
り
納
税
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
今
後
の
高
齢
化
社
会
の
進

展
に
伴
い
、
公
的
年
金
を
受
給
す
る

高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
高
齢

者
の
納
税
を
し
や
す
く
す
る
と
と
も

に
、
市
の
徴
収
の
効
率
化
を
図
る
観

点
か
ら
行
う
も
の
で
す
。

　

徴
収
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
広
報
し
ろ
い
1
月
号
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

問　

課
税
課
市
民
税
班　

内
線
3
1

3
1

下水道排水設備工事責任下水道排水設備工事責任
技術者の登録更新手続き技術者の登録更新手続き

昨年の稲刈り体験



2008.8.153

　印西温水センターでは9月17日㈬から12月
23日㈷までの期間、各種水泳教室やトレー
ニング教室を開催します。
　いずれの教室も正しい動作・知識の習得を
基礎としてステップアップを目指します。初
心者でも丁寧に指導しますので、安心して参
加してください。体験参加や見学もできます。
【水泳教室】
○幼児水泳教室（初・中級コース）
○ジュニア水泳教室（初・中級コース）
○女性限定 スイ美ング教室
○アダルト水泳教室（初・中級コース）
○パーソナルトレーニング教室（個別指導プ
ログラム）
【トレーニング教室】
○親子体操教室
○ヨガ教室
○リラックスヨガ教室
○ストレッチ教室
○健康体操教室
○クイック５教室（サーキットトレーニング）
○パーソナルトレーニング教室（個別指導プ
ログラム）
■申・■問　8月20日㈬午前9時から電話か直接
印西地区環境整備事業組合温水センター☎
0476（47）1661へ

印西温水センター
水泳・トレーニング教室

　
「
近
所
で
草
木
を
燃
や
し
て
煙
た

い
」「
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」「
洗
濯

物
に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」「
家
に

体
調
の
悪
い
人
が
い
る
の
で
困
る
」

と
い
っ
た
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

家
庭
用
小
型
焼
却
炉
は
法
律
で
定

め
る
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
た
め
、
ご
み
を
燃
や
す

こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ご
み
の

焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ
、

違
反
者
に
は
「
5
年
以
下
の
懲
役
、

1
、
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た

は
そ
の
両
方
」
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
や
果
樹
園

か
ら
発
生
す
る
剪せ
ん

定て
い
枝
な
ど
の
焼

○
石
井
德
和

　
　
　
　
　
　
　

3
0
、0
0
0
円

○
成
田
法
人
会
白
井
支
部

　
　
　
　
　
　
　

防
犯
ベ
ス
ト
10
着

　

こ
の
寄
付
金
は
市
の
福
祉
事
業
推

進
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難
病
疾

患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な
ど
福

祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
防

犯
ベ
ス
ト
は
市
防
犯
活
動
な
ど
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

N
H
K
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
変
更

　

N
H
K
放
送
受
信
料
は
障
害
の
あ

る
人
を
対
象
と
し
た
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
免
除
基
準
が
10
月

1
日
㈬
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ

ま
す
。

全
額
免
除　

世
帯
の
中
に
「
身
体
障

害
者
」「
知
的
障
害
者
」「
精
神
障
害

者
」
が
い
て
、
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
場
合

却
、
暖
を
と
る
た
め
の
た
き
火
な
ど

は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
場

合
は
焼
却
の
中
止
を
求
め
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
分
別
し
て

決
め
ら
れ
た
集
積
所
へ
、
事
業
所
か

ら
出
る
ご
み
は
処
理
業
者
へ
委
託
す

る
な
ど
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

産
廃
県
民
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
3
8
0
1
（
夜
間
・
休

日
の
緊
急
時
）、
印
西
警
察
署
生

活
安
全
課
☎
0
4
7
6
（
4
2
）

0
1
1
0
、
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー
地

域
環
境
保
全
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
8
、
市
環
境
課
指
導
対
策
班

内
線
3
2
7
2
・
3

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
を

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
ゴ
ケ
グ
モ
類

の
一
種
で
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
を
中
心

に
分
布
す
る
ク
モ
で
す
。
メ
ス
は
毒

を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
関
西

地
方
で
定
着
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

平
成
20
年
6
月
に
は
中
部
地
方
で
も

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
内
で
は

現
在
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
車

や
荷
物
に
付
い
て
運
ば
れ
る
可
能
性

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
で

次
に
該
当
す
る
場
合
、
市
に
申
請
す

る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
軽
減

制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
料
は
通
常
実
費
の
10
㌫
の
負
担

で
す
が
、
軽
減
制
度
を
受
け
る
と

7
・
5
㌫
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
で
、
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
市
が
認
め
た
人

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ

る
こ
と

②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0

万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と

に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ

る
こ
と

③
預
貯
金
の
額
が
単
身
世
帯
で
3
5

0
万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご

と
に
1
0
0
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下
で
あ
る
こ
と

④
日
常
生
活
に
必
要
な
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と

⑤
利
用
料
を
負
担
す
る
能
力
の
あ
る

親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ

と⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

申
・
問　

申
請
書
（
高
齢
者
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
通
帳
の
写
し
を
添
え
て
高
齢

者
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
7
3
へ

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
含
む
）
利
用
者
で
利
用
者
負
担

段
階
（
下
表
1
参
照
）
が
第
1
段
階

か
ら
第
3
段
階
の
人
は
、居
住
費（
滞

在
費
）
と
食
費
の
負
担
が
下
表
2
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。
基
準
費
用
額

と
負
担
限
度
額
の
差
額
は
「
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
介

護
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

申
・
問　

申
請
書
（
高
齢
者
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
へ

【表1】利用者負担段階
利用者
負担段階 対　象

第1段階 住民税世帯非課税で老齢福祉年金を受けている人、生活保護
を受給している人

第2段階 住民税世帯非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計額
が80万円以下の人

第3段階 住民税世帯非課税で第2段階に該当しない人、住民税課税者
がいる世帯で、特例減額措置を受けている人

第4段階 本人は住民税非課税で、同じ世帯内に住民税課税者がいる人、
住民税を課税されている人

【表2】1日当たりの限度額

利用者
負担段階

１日当たりの居住費(限度額)
１日あたりの

食費ユニット
型個室

ユニット
型準個室 従来型個室 多床室

第１段階 820円 490円 490円
＊(320円) 0円 300円

第２段階 820円 490円 490円
＊(420円) 320円 390円

第３段階 1,640円 1,310円 1,310円
＊(820円) 320円 650円

基準費用額 1,970円 1,640円 1,640円
＊(1,150円) 320円 1,380円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護については（　）内の金額です。

ご
み
を
野
外
で
燃
や
さ
な
い
で

ご
み
を
野
外
で
燃
や
さ
な
い
で

が
高
く
、
野
外
で
の
活
動
や
作
業
な

ど
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
か
ま
れ
る
と
、

直
後
は
軽
い
痛
み
程
度
で
す
が
次
第

に
痛
み
が
増
加
し
、
腹
痛
・
胸
痛
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、
重
症
に
な
る

と
嘔
吐
・
発
熱
・
高
血
圧
・
ひ
ん
脈

な
ど
の
全
身
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
か

ま
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
発
見
し
た
場

合
は
靴
底
で
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
殺
虫

剤
を
噴
き
か
け
る
な
ど
を
し
、
駆
除

し
た
場
合
は
虫
体
を
捨
て
ず
に
そ
の

ま
ま
に
し
、
保
健
所
へ
直
接
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
い
る

殺
虫
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
魚
毒
性

が
高
い
た
め
、
使
用
す
る
場
所
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
メ
ス
の
特
徴
】

○
体
長
約
10
㍉
㍍
（
脚
を
広
げ
る
と

約
30
㍉
㍍
）

○
全
体
的
に
黒
く
、
腹
部
の
背
面
に

目
立
つ
赤
色
の
模
様
が
あ
り
、
腹
部

下
面
に
は
、
薄
赤
色
の
斑
紋
が
あ
る

【
オ
ス
の
特
徴
】

○
体
長
約
4
〜
5
㍉
㍍

○
全
体
的
に
褐
色
が
か
り
、
腹
部
の

背
面
に
は
白
い
斑
紋
が
あ
る

○
頭
部
に
あ
る
触
肢
の
先
は
丸
く
膨

ら
ん
で
い
る

問　

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
衛
生

健
康
生
活
支
援
課
☎
0
4
3
（
4
8

3
）
1
1
3
3

　恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚
者に特別慰労品を贈呈しています。該
当する人で未請求の人は早急に申請し
てください。
申請期間　～平成21年3月31日
対象　恩給欠格者、戦後強制抑留者、
引揚者（終戦日まで引き続き1年以上
外地で生活をし、戦後引き揚げた家族
全員）
※遺族は対象外です。
■申・■問　請求書などの書類（社会福祉
課にあります）に必要事項を記入の上、
独立行政法人平和祈念事業特別基金☎
0120（234）933（月～金曜日午前9時
15分～午後5時15分）、市社会福祉課厚
生班☎（497）3482へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

半
額
免
除　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合

○
世
帯
主
が
視
覚
障
害
者
・
聴
覚
障

害
者
の
場
合

○
世
帯
主
が
重
度
の
障
害
者
（
身
体

障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、
療
育
手
帳

Ⓐ
・
Ⓐ
の
1
・
Ⓐ
の
2
・
A
・
A
の

1
・
A
の
2
、
精
神
障
害
者
手
帳
1

級
）
の
場
合

申
請
に
必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
手

帳
、
印
鑑

申
請
手
順　

①
申
請
書
（
N
H
K
、

社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
社
会
福
祉
課
に
提
出

し
免
除
事
由
の
証
明
を
受
け
る

②
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
N
H
K

に
送
付
す
る

③
N
H
K
で
免
除
事
由
を
確
認
の
上

「
受
理
通
知
」
が
交
付
さ
れ
る

申
・
問　

N
H
K
千
葉
放
送
局
船

橋
営
業
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
3
5
）

8
1
0
0
（
平
日
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
6
時
）、
市
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3
へ

特別慰労品の贈呈

　さわやかプラザ軽井沢では日ごろの感謝の気
持ちを込めて「夏の感謝祭」を31日㈰まで開催
しています。期間中は休まず営業し、いろいろ
なイベントを用意してお待ちしています。
営業時間　午前10時～午後11時（最終入館は午
後10時）
【落語祭】
　チケット発売中の落語祭は白井落語会の協力
で実現します。
日時　23日㈯　午後2時30分～
対象　一般　50人
※当日の入場も可能です。
入場料　1人2,000円
出演　四人会　かめとなつみかん（三笑亭可女
次、桂夏丸、橘ノ美香、宝井琴柑）
【当てよう日帰り旅行「那須塩原満喫の旅」】
　夏の感謝祭期間中、さわやかプラザ軽井沢
を利用した人の中から、抽選でペア賞5組10人
のほか、300人に日帰りバス旅行が当たります。
所定の用紙（さわやかプラザ軽井沢にあります）
に必要事項を記入の上、応募用の箱に入れてく
ださい。
■申・■問　さわやかプラザ軽井沢☎（442）6150
へ

さわやかプラザ軽井沢
夏 の 感 謝 祭
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古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

江
戸
時
代
、
今
の
桜
台
と
十
余

一
か
ら
印
西
市
に
か
け
て
「
印
西

牧
」
と
呼
ば
れ
る
馬
の
牧
場
が
幕

府
に
よ
っ
て
設
営
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
印
西
牧
の
馬
は
野
原
に
半

野
生
の
状
態
で
放
牧
さ
れ
た
た
め
、

野
馬
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

印
西
牧
で
は
春
に
な
る
と
、
農

民
を
勢せ

子こ

と
し
て
集
め
、
野
馬
を

捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。
市
指
定
文

化
財
「
印
西
牧
場
之
真
景
図
」
は
、

桜
台
か
ら
十
余
一
周
辺
で
行
わ
れ

た
野
馬
追
い
の
情
景
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
真
景
図
で
は
野
馬
が
、

竹
ざ
お
を
持
っ
た
勢
子
と
騎
乗
の

牧
士
に
よ
っ
て
、
東
か
ら
西
に
向

か
っ
て
追
い
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

右
図
の
左
上
に
伸
び
る
の
は
、
先

月
号
で
も
紹
介
し
た
野
馬
除
土
手

で
す
。
周
辺
に
は
見
物
客
が
集
ま

り
、
野
馬
追
い
が
単
な
る
幕
府
の

労
役
で
は
な
く
、
一
種
の
イ
ベ
ン

ト
と
化
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
追
い
立
て
ら
れ
た
野
馬
は
十

余
一
に
あ
っ
た
「
捕
込
」
で
三
歳

馬
だ
け
が
捕
獲
さ
れ
、
一
部
は
幕

府
が
召
し
上
げ
、
そ
の
ほ
か
は
農

民
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

真
景
図
に
は
鹿
島
道
（
木
下
街

道
）
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
道
脇

の
塚
の
上
に
は
一
本
の
大
き
な
桜

が
満
開
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
桜
は
「
一
本
桜
」
や
「
桜
台
」

の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
樹
で
す
。

場
所
は
現
在
の
木
下
街
道
、
白
井

市
と
印
西
市
の
市
境
付
近
で
、
今

は
塚
の
上
に
あ
っ
た
石
碑
だ
け
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
隣
に
は

「
二
軒
茶
屋
」
の
地
名
の
由
来
と

な
っ
た
店
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

印
西
牧
を
始
め
と
す
る
県
内
の

牧
は
、
明
治
に
な
る
と
開
懇
さ
れ

順
番
に
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

初
富
・
二
和
・
三
咲
・
豊
四
季
・

五
香
・
六
実
・
七
栄
・
八
街
・
九

美
上
・
十
倉
の
順
で
、
十
余
一
は

十
一
番
目
に
な
り
ま
す
。
真
景
図

は
失
わ
れ
行
く
印
西
牧
の
情
景
を

後
世
に
残
そ
う
と
、
明
治
３
年
に

谷
田
の
内
藤
猪
太
郎
さ
ん
が
、
印

西
の
絵
師
腰
川
芳
齋
に
六
曲
一
隻

の
屏
風
絵
と
し
て
描
か
せ
た
も
の

で
す
。
現
在
は
そ
の
一
部
が
伝
来

し
、
内
藤
家
か
ら
の
寄
贈
を
受
け

て
郷
土
資
料
館
で
保
管
し
、
複
製

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
市
印
西
牧
場
之
真
景
図印西牧場之真景図（野馬追い）

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

第
59
回
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会
が

7
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
、
印
東
地

区
酒
々
井
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
印
旛
郡
市
10

市
町
村
の
対
抗
戦
で
、
白
井
市
は
16

競
技
・
24
種
目
に
3
1
0
人
の
選
手

パ
ソ
コ
ン
相
談
室

　

市
で
は
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
で

行
う
講
座
で
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
を
入
れ
替
え
、
O
S
や
文
書
作
成

ソ
フ
ト
・
表
計
算
ソ
フ
ト
を
最
新
の

も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。
新
た
な
講

座
を
開
催
す
る
前
に
、
皆
さ
ん
に
新

し
い
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
て
い
た
だ
く

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

相
談
室
で
は
初
心
者
を
対
象
に
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
師
が
相
談
に

応
じ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
、

E
メ
ー
ル
の
練
習
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の

練
習
も
自
由
に
で
き
ま
す
の
で
、
活

用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
室
へ
の
パ
ソ
コ
ン
や
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
、
記
録
媒
体
の

持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま

た
練
習
し
た
文
書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
印
刷
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
程　

左
表
の
と
お
り

時
間　

午
前　

午
前
10
時
〜
正
午　

午
後　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
は
原
則
1
人
1

時
間
で
す
。

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
ル
ー
ム市民ソフトテニス大会

部門 優勝 準優勝 第3位
一般男子1部 高橋・宮下組 近江戸・高木組 藤代・古川組
一般男子2部 斉藤・吉村組 阪東・片平組 水上・猪野組
一般女子の部 横関・片平組 佐藤・渡辺組 道庭・宇治組
中学男子の部 篠原・松本組 山﨑・遠藤組 大湯・相川組、

今井・島田組
中学女子の部 馬場・濱口組 鈴木・血脇組 平川・出沼組、

金渕・長尾組
市民バドミントン大会

一般男子1部 清水・清水組 長谷川・武田組 竹田・柴組
一般男子2部 安西・梶山組 大石・岡田組 川本・中村組
一般女子1部 江口・津田組 加藤・斉藤組 小林・田中組
一般女子2部 片桐・井上組 小川・小川組 平野・籠宮組
一般女子3部 関・寺田組 飯岡・池田組 寺川・菅野組

市民バスケットボール大会
一般男子 keep off へたっぴーす RUSH
一般女子 スタイル アンダーグランド ―――

9
月
の
社
会
保
険
大
学

校
運
動
施
設
開
放
日

日
時　

9
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
・
13

日
㈯
・
14
日
㈰
・
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・

27
日
㈯
・
28
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午

後
6
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
成
人
の
責
任
者
が
付
い
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

日程表
月 時間 日

9月
午前 5日㈮・10日㈬・21日㈰・30日㈫
午後 2日㈫・13日㈯・18日㈭・26日㈮

10月
午前 3日㈮・11日㈯・15日㈬・28日㈫
午後 7日㈫・19日㈰・23日㈭・31日㈮

11月
午前 9日㈰・18日㈫・21日㈮
午後 5日㈬・12日㈬・15日㈯

12月
午前 11日㈭・20日㈯
午後 7日㈰・16日㈫・24日㈬

　市民スポーツ大会のソフ
トテニス、バドミントン、
バスケットボールの結果は
下表のとおりです。
問　生涯学習課スポーツ振
興班　内線3435

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

10
人（
先

着
順
）

参
加
費　

無
料

問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内

線
3
4
3
3

講
師
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

1
月
か
ら
開
催
す
る
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
や
9

月
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
で
一
緒

に
講
師
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
2
つ
は
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を

対
象
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
が

運
営
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
講
座
の

運
営
に
興
味
が
あ
る
人
、
自
分
の
学

ん
だ
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
教
え
た
い
人
、

一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
難

し
い
技
術
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

内
線
3
4
3
3
へ

新
し
い
パ
ソ
コ
ン
を

さ
わ
っ
て
み
よ
う

が
参
加
し
各
競
技
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
成
績　

1
位
・
佐
倉
市
、
2
位
・

印
西
市
、
3
位
・
四
街
道
市
、
4
位
・

白
井
市
、
5
位
・
富
里
市
、
6
位
・

栄
町
、
7
位
・
八
街
市
、
8
位
・
酒
々

井
町
、
9
位
・
印
旛
村
、
10
位
・
本

埜
村

白
井
市
入
賞
種
目　

優
勝　

テ
ニ
ス

女
子　

準
優
勝　

陸
上
男
子
、
陸
上

女
子
、
テ
ニ
ス
男
子
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
女
子
、
空
手
道　

第
3
位　

弓
道
、

卓
球
男
子
、
卓
球
女
子
、
柔
道
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
4

0
円
、
体
育
館　

1
、
3
0
0
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド　

2
、
5
2
0
円
（
2

時
間
）

申
・
問　

8
月
25
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

郡市民体育大会で郡市民体育大会で
白井選手団活躍白井選手団活躍

春の市民スポーツ大会

印西牧場之真景図（一本桜・二軒茶屋）

女子バドミントン

11着着ででゴールゴールしたした男子男子400400㍍㍍リレーリレー

弓道弓道
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白井市100人会議

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
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　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

7
月
5
日
の
会
議

　

公
共
空
地
を
市
民
が
独
自
に
管

理
す
る
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

普
及
促
進
と
1
0
0
人
会
議
広
報

の
編
集
方
針
を
審
議
し
ま
し
た
。

民
間
企
業
の
ア
ダ
プ
ト
参
加
は
各

会
社
の
事
情
に
あ
っ
た
形
で
協
力

い
た
だ
き
、
成
果
が
出
た
も
の
は

こ
の
欄
で
社
名
紹
介
も
し
て
い
き

ま
す
。
1
0
0
人
会
議
の
広
報
は

ア
ダ
プ
ト
の
普
及
促
進
・
灰
皿
設

置
状
況
報
告
・
1
0
0
人
会
議
推

進
委
員
の
増
員
啓
蒙
な
ど
を
中
心

に
編
集
の
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

7
月
12
日
の
除
草
作
業

　

白
井
駅
北
側
プ
リ
ス
タ
横
の
白

井
停
車
場
線
中
央
分
離
帯
花
壇
の

除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

時
期
の
雑
草
は
日
々
の
成
長
著
し

く
そ
の
作
業
に
は
手
を
焼
い
て
い

ま
す
が
、
雑
草
が
茂
る
と
な
ぜ
か

そ
こ
に
ご
み
の
「
ポ
イ
捨
て
」
も

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
の
ご

み
は
自
分
の
家
に
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
暑
い
中
の
草
む
し

り
を
続
け
て
い
ま
す
。

灰
皿
設
置
か
ら
3
カ
月

　

白
井
駅
に
5
月
1
日
、
念
願
の

灰
皿
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
白

井
駅
の
北
口
1
台
と
南
口
2
台
を
、

そ
れ
ぞ
れ
電
話
ボ
ッ
ク
ス
横
に
置

き
ま
し
た
が
、早
速
た
ば
こ
の「
ポ

イ
捨
て
」
防
止
に
効
果
が
で
て
い

ま
す
。
そ
の
反
面
、
予
想
外
の
3

点
の
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
北
口
の
利
用
量
が
南
口
よ
り
多

い
こ
と

②
南
口
の
設
置
位
置
が
利
用
者
の

動
線
か
ら
離
れ
過
ぎ
て
お
り
、
女

性
利
用
者
に
は
夜
間
暗
過
ぎ
る
こ

と③
灰
皿
に
空
き
缶
・
瓶
や
た
ば
こ

の
空
き
箱
を
捨
て
る
な
ど
、
ご
み

箱
と
し
て
利
用
す
る
人
が
い
る
こ

と
　

①
に
つ
い
て
は
北
口
の
灰
皿
を

7
月
か
ら
さ
っ
そ
く
2
台
に
増
設

し
ま
し
た
。
②
の
南
口
設
置
位
置

は
再
検
討
中
で
す
が
、
③
の
吸
い

殻
以
外
の
ご
み
は
灰
皿
や
そ
の
周

辺
に
置
か
な
い
で
所
定
の
ご
み
箱

や
自
宅
へ
持
ち
帰
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
灰
皿
は
ご
み
箱
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

推
進
員
に
な
ろ
う

　

市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
一
緒
に
進
め
ま
し
ょ
う
。
1
0

0
人
会
議
の
参
加
希
望
者
は
事
務

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
大

勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

申
・
問　

市
民
参
加
推
進
課

1
0
0
人
会
議
事
務
局　

内
線

3
1
5
1
へ

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

桜
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
夏
祭
り

　

運
動
や
ク
イ
ズ
な
ど
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

29
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分
・
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

対
象　

幼
児
・
小
学
生
以
上
（
自
由

参
加
）

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

参
加
費　

無
料

※
準
備
の
た
め
28
日
㈭
は
児
童
館
を

休
み
ま
す
。

福
働
き
た
い
女
性
の
た

め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ナ
ビ

　

育
児
・
介
護
な
ど
を
理
由
に
退
職

し
、
再
就
職
を
考
え
て
い
る
女
性
を

対
象
に
就
労
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と
パ
ソ

コ
ン
講
座
を
行
い
ま
す
。
受
講
後
、

登
録
す
る
こ
と
で
㈶
21
世
紀
職
業
財

団
が
も
う
一
度
働
き
た
い
人
の
再
就

職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

【
セ
ミ
ナ
ー
】

日
時　

9
月
11
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午

内
容　
「
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を

み
つ
け
よ
う
！
」
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
活
用
し
よ
う
」
な
ど

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
編
）】

日
時　

①
9
月
12
日
㈮
・
13
日
㈯
、

②
17
日
㈬
・
18
日
㈭
、
③
19
日
㈮
・

20
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

内
容　

初
級
程
度
の
人
で
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
そ
れ
ぞ
れ
4
時
間

※
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
み
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

対
象　

市
内
在
住
者　

30
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

3
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
ほ
か
）

保
育　

あ
り
（
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
保

育
は
有
料
と
な
り
ま
す
）

申　

9
月
5
日
㈮
ま
で
に
青
少
年
女

性
セ
ン
タ
ー
へ

公
若
者
の
就
労
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相

談
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
現
在
就
労
し

て
い
な
い
若
者
へ
の
相
談
支
援
、
ま

た
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

日
時　

30
日
㈯　

午
後
2
時
〜
5
時

対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
か
ら
35
歳

程
度
の
若
者
と
保
護
者
で
当
分
野
に

関
心
の
あ
る
市
民

内
容　

第
1
部　

午
後
2
時
〜
3
時

30
分
・
講
演
、
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー

第
2
部　

午
後
3
時
30
分
〜
5
時
・

若
者
ま
た
は
保
護
者
個
別
相
談

申　

29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

公
職
業
生
活
相
談
会

　

若
者
支
援
の
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
ま
す
。
仕
事
の
悩
み
な
ど
を
気

軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個
別

に
対
応
し
ま
す
。

日
時　

23
日
㈯　

午
後
2
時
〜
5
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

申　

22
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

シ
襖
と
障
子
の
張
替
え

講
習
会

　

実
技
を
交
え
て
基
本
か
ら
学
び
ま

す
。

日
時　

9
月
10
日
㈬
・
11
日
㈭　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上　

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申　

8
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾　

第

5
回
子
ど
も
の
環
境
教
育
事
業
「
草

原
の
虫
の
観
察
（
バ
ッ
タ
調
査
）」

　

は
ら
っ
ぱ
で
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
て

じ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。
捕
ま
え
た

バ
ッ
タ
で
バ
ッ
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

開
き
ま
す
。
ど
ん
な
競
技
に
出
る
か

は
あ
な
た
次
第
で
す
。

日
時　

9
月
6
日
㈯　

午
前
10
時
〜

（
雨
天
時
は
翌
日
）　

場
所　

福
祉
セ

ン
タ
ー
（
清
戸
）　

講
師　

N
P
O

法
人
し
ろ
い
環
境
塾
、
ふ
な
ば
し
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

鈴
木
恵
子

さ
ん　

対
象　

親
子　

30
組
（
小
学

4
年
生
以
上
は
1
人
で
も
可
）　

参

加
費　

3
0
0
円　

持
ち
物　

昼
食
、

飲
み
物
、
帽
子
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

長
靴
、
シ
ー
ト
、
色
鉛
筆
、
虫
除
け

対
策

申
・
問　

8
月
20
日
㈬
ま
で
に
上
西

☎
（
4
9
1
）
0
6
6
0
へ

◆
親
子
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
遊
ぼ
う

　

歌
や
ゲ
ー
ム
や
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
。保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ど

ん
ぐ
り
」
と
と
も
に
楽
し
く
遊
ぼ
う
。

日
時　

8
月
18
日
㈪
、
10
月
20
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

対
象　

市
内

在
住
の
未
就
学
児
親
子　

50
人
（
先

着
順
）

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
5
7
1
6

◆
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
開
設

記
念
行
事

日
時　

10
月
4
日
㈯　

午
前
9
時
〜

午
後
4
時　

場
所　

海
上
自
衛
隊
下

総
航
空
基
地
（
柏
市
）

※
当
日
は
新
鎌
ケ
谷
駅
か
ら
航
空
基

地
間
で
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

実
施
内
容　

編
隊
飛
行
、
航
空
機
地

上
展
示
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
試
乗
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
、
模
擬
店
、
航
空
機
の
体
験
搭
乗

な
ど　

航
空
機
の
体
験
搭
乗　

対
象

中
学
生
以
上　

Ｐ
―
3
Ｃ　

1
2
0

人
・
Ｙ
Ｓ
―
11
Ｔ　

1
4
4
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
・
問　

9
月
12
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番

号
・
搭
乗
希
望
機
種
を
記
入
の
上
、

〒
2
7
7
―
8
6
6
1　

柏
市
藤
ケ

谷
1
6
1
4
―
1　

海
上
自
衛
隊
下

総
教
育
航
空
群　

広
報
室
体
験
搭
乗

係
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

内
線
2
2
0
4
・
5
へ

◆
県
立
市
原
高
等
技
術
専
門
校
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
10
月
入
校
生
募
集

試
験
日　

9
月
5
日
㈮　

対
象　

一

般　

15
人　

選
考
方
法　

職
業
適
性

検
査
・
面
接　

授
業
料　

無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
、
作
業
服
代
な
ど
約
5
2
、

0
0
0
円
が
別
に
掛
か
り
ま
す
）

申　

8
月
26
日
㈫
ま
で
に
入
校
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
雇
用
保

険
受
給
者
と
45
歳
以
上
の
場
合
は
公

共
職
業
安
定
所
（
そ
の
ほ
か
は
県
立

市
原
高
等
技
術
専
門
校
）
へ

問　

県
立
市
原
高
等
技
術
専
門
校
☎

0
4
3
6
（
2
2
）
0
4
0
3

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

労
災
や
職
業
病
の
こ
と
な
ど
、
弁

護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま

す
。

日
時　

30
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ぬ
く
も
り
の
会
無
料
講
演
会

【
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
】

日
時　

31
日
㈰　

午
後
1
時
〜
3
時

30
分　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

講
師　

行
政
書
士
細
川
泰
裕

【
無
料
相
談
会
】

日
時　

31
日
㈰　

午
後
3
時
〜　

場

所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー　

対
応　

行
政
書
士

問　

高
木
☎
（
4
8
4
）
8
3
9
5

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

ボ初級音声訳講習会

　視覚障害者へ送付する「声の広報しろ
い」や録音図書製作のための基礎知識・
基礎技術を学びませんか。
日時　9月12・26日10月10日、11月7・14・
28日（各金曜日・全6回）　午後1時30分
～ 3時30分
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤者　30人（申し込
み順）
講師　千葉点字図書館朗読奉仕員　安原
素子さん
参加費　500円
申　9月4日㈭までに電話か直接ボラン
ティアセンターへ

高

齢

者

南口側灰皿 北口側灰皿

南口←2週間の吸い殻→北口
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青
梅
雨
に
く
る
く
る
動
く
子
等
の
傘　
　
　
　
　

 

池
の
上　
　

横
山
久
雅
子

朝
顔
や
伸
び
る
子
等
達
重
な
り
て             

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

生
き
の
び
て
ま
さ
か
今
日
ま
で
八
月
十
五
日     

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫  

笑
顔
待
つ
六
十
階
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル             

堀
込　

　
　

高
光　

定
治

風
吹
け
ば
こ
わ
れ
そ
う
な
る
糸
ト
ン
ボ         

神
々
廻　

　

斎
藤
と
み
子

カ
ラ
ス
さ
え
親
子
で
と
ぶ
に
独
り
め
し　

　
　
　

 

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

五
月
晴
れ
案
じ
た
友
が
現
わ
る
る  　

　
　
　
　

 

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

地
酒
の
香
引
き
立
つ
鮎
の
狐
色               

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪 

白
南
風
や
丸
太
曳
き
ゆ
く
隅
田
川             

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ 

空
う
つ
す
田
植
お
わ
り
し
風
そ
よ
ぐ　
　
　
　
　

 

堀
込　
　
　

宮
本　

文
子

父
の
日
や
一
兵
卒
の
亡
父
で
良
し             

大
松　

　
　

織
本　

泰
子

燕
の
子
み
ん
な
よ
い
子
だ
一
二
三             

大
山
口　

　

寺
内
ひ
ろ
し 

つ
り
銭
に
鱗
が
付
い
て
鯵
を
買
う             

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い  

 

七
次
の
丘
に
か
ぶ
さ
る
夕ゆ
立だ
ち
雲             

大
山
口　

　

上
坂　

千
昭

花
嫁
の
白
無
垢
白
し
花
菖
蒲                 

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂

万
緑
を
波
打
ち
た
た
せ
て
大
型
車             

根　
　
　
　

大
出　

和
雄

プ
ラ
ン
タ
の
胡
瓜
が
朝
の
膳
に
載
り           

桜
台　

　
　

土
山　

勝
實  

纏
ひ
つ
く
雨
や
紫
陽
花
色
を
増
す             

七
次
台　
　

鶴
巻　

和
男

無
人
駅
ば
ら
の
盛
り
て
山
ば
か
り             

神
々
廻　
　

杉
山　

隆
秀

名
水
や
久
留
里
の
町
の
若
葉
風               

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純

「
伊
八
の
波
」
の
彫
刻
見
て
き
し
昂
ぶ
り
に           

　
　
　

の
た
り
と
優
し
上
総
の
海
は　
　

       

根　
　
　
　

印
南　

満
子

海
の
見
ゆ
る
部
屋
に
集
ひ
し
四
世
代

　
　
　

傘
寿
の
わ
れ
を
祝
い
呉
る
る
と         

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

老
い
妻
の
い
た
は
り
受
け
て
書
く
ふ
み
の

　
　
　

麻
痺
の
手
が
知
る
ペ
ン
の
重
さ
よ       

桜
台　
　
　

米
井　
　

茂

コ
コ
ニ
ア
ル
新
聞
の
記
事
読
め
ぬ
吾

      

視
野
な
き
瞳
た
だ
に
瞬
く             

堀
込　
　
　

川
崎　
　

薫

事
故
ゆ
え
に
傘
寿
を
す
ぎ
て
健
康
を

　
　
　

自
負
せ
し
夫
の
看
取
り
と
な
り
ぬ       

桜
台　

　
　

米
井　

詩
織

じ
ょ
っ
ぱ
り
の
太
鼓
北
の
地
に
と
ど
ろ
か
ば

      

跳
人
ら
は
や
も
大
祭
に
酔
ふ           

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

清
張
も
従
事
せ
し
と
ふ
カ
ン
カ
ン
虫

　
　
　

ド
ッ
ク
の
跡
地
に
人
が
言
ひ
を
り       

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

地
に
あ
り
て
天
使
と
な
れ
る
み
ど
り
ご
は

      

ち
り
に
ま
み
れ
て
あ
く
た
れ
と
な
る
か　

 

桜
台　

　
　

木
下　

重
子

「
長
崎
の
県
民
至
急
退
避
せ
よ
」

　
　
　

ラ
ジ
オ
の
叫
び
耳
鳴
り
に
残
る　
　
　
　

 

清
水
口　
　

直
木
七
十
五

庭
の
百
合
咲
け
ば
思
ほ
ゆ
友
が
等
と

　
　
　
「
う
る
わ
し
の
白
百
合
」
讃
美
せ
し
日
を  

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子 

日
の
光
あ
ふ
れ
梢
の
若
葉
風

　
　
　

渡
る
の
頃
ぞ
八
十
八
夜　
　
　
　

 　

 　

 

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

盆
お
ど
り
鎮
守
の
森
の
笛
太
鼓

　
　
　

今
は
団
地
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
な　
　
　
　

 

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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市
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大
学
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か
わ
ら
版

か
わ
ら
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まちづくり協力隊・

　双葉会　

　まちづくり協力隊・双葉会は市民大学ま
ちづくり学科2期卒業生有志16人で2007年
8月に設立。ふるさと白井での豊かな生活
を求めて、生きがいを実感できるまちづく
りを目指し、主に子どもワンパク大会・ふ
るさとまつり、市民によるまちづくり活動
などへの参加や福祉・健康文化活動などを
企画しています。
　2008年のテーマは「生きがいのある自
分探しに、思い切って地域に飛び出そう」。
感動・やりがい・生きがい・学びを体験し、
能力と活力でまち・地域づくりに貢献した
いと思います。
　8月24日㈰午前10時30分からしろい環境
塾が管理する「平塚の里第2地区」で「バー
ベキュー・そうめん流しで仲間とともに白
井の自然を楽しもう」を開催します。一緒
に里山探索、ハーモニカの調べを楽しみま
せんか。新しい仲間をお待ちしています。
 　元田☎・℻  （491）9923■問

健
康
づ
く
り
の
秘
訣
は

毎
日
の
食
事
に
あ
り

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
食
生
活
を
テ

ー
マ
に
健
康
生
活
学
部
4
期
生
の
講

座
を
6
月
26
日
午
後
1
時
か
ら
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
は
糖
尿
病
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
、
が
ん
な
ど
不
適
切
な
食
生

活
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、
過
度
な
飲

酒
と
い
っ
た
日
ご
ろ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
病
気
で
す
。
従
来
は
成
人
病
と
呼

ば
れ
、
発
症
の
原
因
が
加
齢
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

若
い
人
で
も
発
症
し
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
の
悪
い
生
活
習
慣
の
蓄
積
が

そ
の
発
症
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
生
活
習
慣
病
と
改

名
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
不
適
切
な
食
生
活
は
生
活
習

慣
病
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
健
康
課
の

栄
養
士
が
講
師
と
な
り
、
食
生
活
の

現
状
の
ほ
か
問
題
点
と
バ
ラ
ン
ス
良

く
食
材
を
選
び
、
自
分
に
適
し
た
食

事
の
量
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

落
書
き
防
止
と
街
の
美
化

　

平
成
19
年
度
に
卒
業
し
た
健
康
生

活
学
部
第
3
期
生
の
皆
さ
ん
が
、
白

井
駅
か
ら
南
山
地
区
へ
向
か
う
地
下

道
の
壁
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
壁
画

制
作
に
当
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
学
部

1
期
の
卒
業
生
が
立
ち
上
げ
た
「
し

ろ
い
ま
ち
か
ど
美
術
館
」
の
協
力
で
、

素
敵
な
壁
画
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
場
所
は
以
前
、
落
書
き
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、
絵
が
描
か
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
落
書
き
防
止
と
街
の
美

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
大
学
校
を
卒
業
し

た
市
民
は
2
0
9
人
。
卒
業
生
た
ち

は
こ
の
よ
う
に
卒
業
し
て
か
ら
も
互

い
に
交
流
を
図
っ
た
り
、
地
域
で
精

力
的
に
活
動
を
す
る
な
ど
生
き
生
き

と
生
活
し
て
い
ま
す
。
1
年
に
わ
た

り
連
載
し
て
き
た
「
市
民
大
学
校
か

わ
ら
版
」
は
今
号
で
終
了
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
大
学
校
で
は
市
民

交
流
型
の
楽
し
い
生
涯
学
習
講
座
を

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内

線
3
4
3
2

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

平塚の里第２地区（延命寺北側）でバーベキュー

　「アハハハ」の笑
い声。「週1回の教室
はいろいろな人とお
しゃべりができて楽
しいので、ほかの誘
いがあっても断って
来ている」「宿題があ
るので、家でも毎日
頭の体操をしている」
と話すのは「白井脳
いきいき教室」に参
加する60歳代後半か
ら最高齢者は88歳までの皆さん。ここでは教材を使って、簡単な「計算」
「読み書き」などをすることで脳を活性化させ、認知症を予防する楽

がくしゅう
習

をしています。楽習をお手伝いするサポーターは「人と接することで気
持ちに張りができ、毎回おしゃれになってきている人や明るく前向きに
なってきている人がいます。10月からの新たな楽習者を9月に募集する
ので、たくさんの人に体験してもらいたい、若返ってほしい」と話して
いました。

サポーターとコミュニケーションを取りながら楽しく学習

健康生活学部健康生活学部第第 3期生3期生のの壁画壁画

脳の老化を防ごう

　毎年行われている国内最大級のスポーツの祭典「国体
（国民体育大会）」。今年は大分県で開催されます。この
国体で活躍が期待されるのは、けやき台在住の涌井真耶
さん。涌井さんはテニス競技（成年女子の部）で県の選
考試合に勝ち抜き、県代表に選ばれました。これから関
東ブロック大会に出場し、この大会の上位 6チームが関
東を代表して、国体に出場します。
　涌井さんは「今年大学を卒業し、テニスプレイヤーと
してやっていくことを決めたので、この代表入りは大き
な自信となりました。千葉県の代表としての自覚をもち、
関東ブロック大会を油断せずに戦って、国体に胸を張っ
て出場したいです」と話してくれました。

練習をする涌井さん

チチャャレンジレンジ！！おおいたおおいた国体国体


